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第１部：事業⽬的および実施⽅針
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１．事業⽬的

˝ ⽇本⼀の花き⽣産地という強みを活かし、観光、商業、ふるさと納税等と連携した⽥原
市産花きのプロモーション事業及び「世界に誇れる花のまち」として市の魅⼒を国内外
へ発信するイベントを実施することにより、産地認知度及び地域の魅⼒向上を図ると同
時に、住むまちに対する市⺠の誇りを醸成することを⽬的とする

（１）事業⽬的

（２）実施⽅針

①ラボメンバーの主体性の深化と体験型コンテンツの拡充
˝ 花咲く暮らしラボの最⼤の特⾊は、アーティストと地元の事業者や市⺠、学⽣がフラッ

トに参加する組織であることにある。今年度は特に地元メンバーの主体性を拡⼤するこ
とを⽬指し、昨年度からの参加メンバーとの企画ワーキングを編成、協働での企画開発
を⾏うとともに、ワークショップ開発に参加する地元の事業者や市⺠を拡⼤し、
GREEN×EXPO 2027に持ち込むことができる体験型コンテンツを拡充していくことを
⽬指す。

˝ 2024年度にスタートした「花咲く暮らしラボ」では、渥美半島菜の花まつり会場内での
アート作品の展⽰、アーティスト・市⺠の共創によるパーティ、各種ワークショップの
開催などにより、当初からのコンセプトである「幸せな⾵景」の創出に⼀定の成果をあ
げたものと考える。

˝ 2025年度はこの「花咲く暮らしラボ」の活動を継続することを基本としつつ、昨年度事
業の成果と反省点、来場者からの評価、今年度予算等を踏まえ、以下を重点⽬標として
事業を推進する。

②渥美半島菜の花まつりにおける活動成果の発表
˝ 昨年度に引き続き、渥美半島菜の花まつりにて「花咲く暮らしラボ」の活動成果を発表

する。昨年度制作した「花咲くテーブル」や「昔の⽥原の物語」を活⽤しつつ、花とア
ートの魅⼒が融合する会場を構成するほか、今年度の予算状況を踏まえ、⽐較的⼩規模
な新作アート作品を制作するほか、ラボ構成員によるワークショプ（体験プログラム）
を実施する。

③インバウンド・移住の獲得に向けたリサーチの推進
˝ 本プロジェクトの最終⽬標である「世界に誇れるはなのまち」の実現、インバウンドの
拡⼤に向けたリサーチ活動を推進する。具体的には昨年度実施したモニターツアーの成
果を踏まえ、インバウンド向けのツアー企画を造成するほか、インバウンド向けの旅⾏
商品提供を⾏なっているツアー事業者にヒアリングを⾏い、企画したツアーの魅⼒度、
集客可能性などをヒアリングする。



第２部：アート作品の制作、展⽰
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Profile

⽺飼いプロジェクトを中⼼に国内外で多数の展覧会、ワークショ
ップを開催。近年は、多領域の空間のディレクションを⾏う。
主に劇場、能舞台、茶室、病院など新しい空間での平⾯構築を
積極的に取り組み、次世代平⾯表現の可能性を探っている。近
作では三陸国際芸術祭や三陸ブルーラインプロジェクトのアート
ディレクションを担当。三陸沿岸で新しいコミュニティーアー
トを推進している。⼤阪では⽔辺のサファリパーク プロジェク
トを実地中。
@inoue_shinta

２年⽬となる『花咲く暮らしラボ』では、メイン作品にアーティスト・井上信太⽒を迎え、参
加型アートプロジェクト 「幸せの⻘い⿃プロジェクト」を展開します。
このプロジェクトは、世界に誇れる花のまち⽥原市の価値を、⼦どもたちの想像⼒を通して、
世界に発信する試みです。
井上信太⽒は2025年12⽉、地元である稲場・野⽥・伊良湖岬の各保育園を訪れ、園児たちと共
に作品を制作しました。
紺碧の空から⾶んできたかのような約70⽻の「⻘い⿃」が、⻩⾊い菜の花ガーデンにふわりと
舞い降ります。
３⽉に開催するワークショップ後には、太平洋から流れ着いた漂流物や流⽊、⾙殻、シーグラ
スを⽤いたカラフルなバードハウスも並びます。花と関わりながら育まれる「幸せな⾵景」の
中で、あなただけの「幸せの⻘い⿃」を⾒つけて みてください。

①THE BLUE BIRD PROJECT / 井上信太

２．アート作品の制作、展⽰

（１）新規作品

https://www.instagram.com/inoue_shinta/
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＜展⽰＞
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Profile

Susanna Baer（スザンナ・ベアー）とAlex 
Sonderegger（アレックス・ソンダーレッガ
ー）はスイス⽣まれ。
2001年に東京でデザインスタジオso+baを設
⽴。スイスと⽇本でのグラフィックデザイン
と広告の経験や、両国の異なる⽂化に精通し
ていることから、異⽂化コミュニケーション
に特化し、強みの⼀つとする。
グラフィックデザイン、アートディレクショ
ン、サウンドの視覚化、タイポグラフィとデ
ザインの教育の分野においても活躍する。

https://so-ba.cc/

⽇本に来て20年強となるスイス⼈クリエーターが、⽥原市に⽣まれ育ったご⽼⼈9名の⽣い⽴ち
や思い出を聞き取りました。
戦争や⾼度成⻑期を含む⻑い年⽉のなかで培われた⾔葉を通して、⼝伝でしか残せなかったまち
の物 語を記録していくヒューマン・オーラル・ドキュメンタリーです。

本年度は昨年度の展⽰物を再展⽰するとともに、⽥原市公式YouTubeチャンネルでの動画公開に
向け、サムネイルを作成するとともに、⾳声だけでなく、テキストでも内容を知ることができる
よう、⽂字起こしおよびホームページへのテキスト掲載を⾏った。

①昔の⽥原の物語 / SO+BA

（２）既存作品のリペア

https://so-ba.cc/
https://so-ba.cc/
https://so-ba.cc/
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昔から⽥原で暮らしてきた⼈にインタビューを⾏い、⽥原の歴史、幼少期の思い出などを語
っていただきました。⾳声は菜の花まつり会場のほか、本ページでも視聴いただけます。

⽒名 年齢 録⾳場所 内容

藤城信幸 70 ⾃宅 豊川⽤⽔・農業全般

⼭⽥政俊 79 野⽥のお宮の社務所 ⽥原街道

中川みよこ 86 ⼩中⼭総合会館 郷⼟料理

⼩川伸秀 69 ⼩中⼭漁協 漁業

⼭⽥久夫 86 市役所 豊川⽤⽔⼯事

⼩久保テル⼦
⽯橋あや⼦
内藤弘⼦

96,91,89 伊良湖市⺠館 昔の暮らし

川崎政夫 82 福江市⺠館他 ⼾国と芭蕉

*2025年取材時点の年齢です

https://hanasaku-tahara.jp/program/history/

＜コンテンツ⼀覧＞

https://hanasaku-tahara.jp/program/history/
https://hanasaku-tahara.jp/program/history/
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入稿先：
https://nobori-print.just-
shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_ta
po#order

＜展⽰パネル図⾯＞

https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
https://nobori-print.just-shop.jp/original/freesize_tape_price_list.php?type=m_tapo
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＜展⽰パネル配置＞
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＜YouTube⽤サムネイル＞
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＜テキスト掲載サイト（例）＞



17

Profile

建築⼠事務所「株式会社みかんぐみ」を経て
2017年、吉岡寛之、⾚﨑光基、松野由夏らで
株式会社メゾン⼀級建築⼠事務所を共同設⽴。
主な作品「こやまかわせみクリニック」（中
部建築賞、グッドデザイン賞）、「LIFE 
SCHOOL溝⼝」「LIFE SCHOOL阿⾒」等。

https://maison-jp.com/

菜の花畑の景観を楽しみながら、ワークショップに、休憩に、多彩に活⽤できるオリジナルテ
ーブルです。
花畑を散策中、疲れたときは休憩所でひとやすみ。直径60cmの天板が花びらのように咲き広が
って、お弁当タイムにもよく、飲み物を置くもよく、お絵かきしたりおしゃべりも弾む花のテー
ブルに集まりましょう。
おまつり開催期間中は、パーティやワークショップイベントを開催したり、⽣花を屋根に敷き詰
めたスペースにもなります。菜の花だけではない、春の訪れを楽しむプログラムです。

②花咲くテーブル（ワークショップ会場） / 松野 由夏
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菜の花畑の景観を楽しみながら、ワークショップに、休憩に、多彩に活⽤できるオリジナ
ルテーブルです。
https://hanasaku-tahara.jp/program/blooming-table/



第３部：イベントの開催
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１．開催概要

■名称：花咲く暮らしラボ（世界に誇れる花のまちプロジェクト）

■会場：伊良湖菜の花ガーデン（渥美半島菜の花まつり会場内）
〒441-3627 愛知県⽥原市堀切町浜薮

■開催期間
アート作品、物語広場 ：2026年１⽉17⽇（⼟）〜３⽉31⽇（⽕）
ワークショップ ：２⽉28⽇（⼟）※⾬天時３⽉１⽇（⽇）

３⽉７⽇（⼟）※⾬天時３⽉８⽇（⽇）
⾼校⽣ショップ ：３⽉７⽇（⼟）

■参加費
アート作品、物語広場 ：無料／菜の花まつり⼊場料に含む
ワークショップ ：個別プログラムごとに設定／別途菜の花まつり⼊場料
⾼校⽣ショップ ：無料／菜の花まつり⼊場料に含む

■主催：⽥原市
⽥原市農林⽔産部農政課 担当：鈴⽊由実⼦／鶴⽥美⾥（0531）23-3517
渥美半島観光ビューロー 担当：鈴⽊延征

■監修・総合プロデュース
スパイラル／株式会社ワコールアートセンター
統括責任者 ：⼤⽥佳栄（y.ota@spiral.co.jp）
プランニング：守屋慎⼀郎（s-moriya@spiral.co.jp）
会場施⼯担当：松野由夏（matsuno@maison-jp.com）
運営広報担当：榊原あすか（sakaki@feiryang.com）

mailto:y.ota@spiral.co.jp
mailto:s-moriya@spiral.co.jp
mailto:s-moriya@spiral.co.jp
mailto:s-moriya@spiral.co.jp
mailto:matsuno@maison-jp.com
mailto:matsuno@maison-jp.com
mailto:matsuno@maison-jp.com
mailto:sakaki@feiryang.com
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２．会場構成
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３．ワークショップ

（１）タイムテーブル

○2⽉28⽇(⼟)*⾬天時3⽉1⽇(⽇) 
<10:00-12:00> 

「菜の花はちみつを使ってナッツのはちみつ漬けを作ろう」🔸講師/(有)鈴⽊養蜂園
「かんな屑ボールづくり&かんなリースの販売」🔸講師/(有)鈴茂建築
「今⽇の花畑を連れて帰ろう」🔸講師/松野由夏

<13:00-15:00> 

「オリジナルドレッシング作り」🔸講師/鈴⽊農園&雅⾵
「渥美半島マスタード作り」🔸講師/中⼭晴奈
「⾵に乗る物語」🔸講師/SO+BA 
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

○3⽉7⽇(⼟)*⾬天時3⽉8⽇(⽇) 
<10:00-12:00> 

「ハーバリウムボールペン作り」🔸講師/NPO法⼈クオーレ
「菜の花で草⽊染め」🔸講師/和栗真祐⼦、渡會淳⼦（ReoJibran）
「かおりで楽しむブーケ作り」🔸講師/柳⽥はるか

<13:00-15:00> 

「ふしぎな⿃のブローチと巣箱を作ろう!」🔸講師/井上信太
「エスプレッソコーヒーの秘密」🔸講師/DIEZ café/ farm 
「染め菊&アレンジメント体験教室」🔸講師/ゲッコウフラワーアトリエ

https://hanasaku-tahara.jp/program/workshop/
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（２）個別ワークショップ記録

2⽉28⽇ 午前テーブルA
松野由夏「今⽇の花畑を連れて帰ろう」

内容：ワークショップに利⽤したテーブルの端材（ヒノキ）を使って⽊製フレームを作
成。今⽇⾒た⾊、匂い、⾵、⾵景をフレームに閉じ込めて持ち帰ってもらった。

2⽉28⽇ 午前テーブルB
（有）鈴茂建築「かんな屑ボールづくり&かんなリースの販売」

内容：⽊の家づくりの過程で⽣まれた「かんな屑」を使ってふんわり軽やかなポンポンの
リースを制作。⾃然の⾊や⾹り、⼿触りを感じながら⽊と向き合う時間を提供した。家の
インテリアにも良いと好評を博した。



24

2⽉28⽇ 午前テーブルC
（有）鈴⽊養蜂園「菜の花はちみつを使ってナッツのはちみつ漬けを作ろう」

内容：百花蜜や菜の花からとれたはちみつなどの⽐較試⾷も⾏いながら、菜の花はちみつ
を使って、ナッツのはちみつ漬けを参加者といっしょに作成。数種類の中から好きなナッ
ツを選んでもらい、オリジナルのナッツ漬けを持ち帰っていただいた。

2⽉28⽇ 午後テーブルA
中⼭晴奈「渥美半島マスタード作り」

内容：渥美半島の菜の花の種とはちみつを使って、地産地消の粒マスタードを作った。容
量は80g程度で、１年程度寝かしてからが⾷べ頃。
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2⽉28⽇ 午後テーブルB
鈴⽊農園&雅⾵「オリジナルドレッシング作り」

内容：雅⾵さんの渥美の塩と鈴⽊農園の⽣けちゃっぷやトマコーラを使ってオリジナルド
レッシングを制作。

2⽉28⽇ 午後テーブルC
SO+BA「⾵に乗る物語」

内容：スイス出⾝のグラフィックデザイナー、SO+BAのアレックスとともに「⾵に乗る物
語」を制作。型紙やスタンプ、そしてシンプルな画材を使って、菜の花畑の中で思い浮か
んだ⾔葉を布に転写した。⾔葉が転写された布を旗に仕⽴て、菜の花畑に掲げることで、
グラフィック表現と詩、そして周囲の⾵景が融合した屋外インスタレーション作品が完成。
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3⽉1⽇ 午前テーブルA
NPO法⼈クオーレ「ハーバリウムボールペン作り」

内容：ロスフラワーをドライフラワーに加⼯し、ハーバリウムボールペンを制作。花材を
⾃由に組み合わせることができ、世界に⼀つだけのオリジナルボールペンができあがった。

3⽉1⽇ 午前テーブルB
和栗真祐⼦／渡會淳⼦（ReoJibran）「菜の花で草⽊染め」

内容：草⽊や野菜を使って布を染める草⽊染めの体験。ハンカチを絞り、菜の花で春らし
い淡い⻩⾊に染めた。主にこども（⼩学校中学年〜中学⽣）向けのプログラムとして運営。
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3⽉1⽇ 午前テーブルC
柳⽥はるか「かおりで楽しむブーケ作り」

内容：視覚に頼らず、花の「⼿触り」や「⾹り」を五感で楽しみながら、⾃分だけのブー
ケを作るワークショップを実施。

3⽉1⽇ 午後テーブルA
井上信太「ふしぎな⿃のブローチと巣箱を作ろう！」

内容：会場に設置された⻘い⿃の作品と呼応するかたちで、巣箱作りにチャレンジ。カラ
フルなマグネットや海にたどり着いた流⽊などさまざまなパーツを貼り付けて、⽬にも鮮
やか、空を⾶ぶ⿃たちにも思わず寄ってみたくなるバードハウスを完成。同じパーツを使
った⿃のブローチも好評。
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3⽉1⽇ 午後テーブルB
DIEZ café/ farm「エスプレッソコーヒーの秘密」

内容：菜の花フレーバーのエスプレッソコーヒーを抽出。オーストラリアやイタリアで学
んだという店主から、コーヒーの秘密を聞きながら、⾖を挽き、マキネッタ（直⽕式エス
プレッソメーカー）でエスプレッソコーヒーを淹れたあと、菜の花オイルを加えてオリジ
ナルな味わいを楽しんだ。

3⽉1⽇ 午後テーブルC
ゲッコウフラワーアトリエ「染め菊＆アレンジメント体験教室」

内容：カラーリングマムを染めて、⽥原市のお花をたっぷりと使ったアレンジメントを制
作。オンリーワンのカラーリングマムを染めるところから体験いただいた。ゲッコウフラ
ワーアトリエ代表の森⽥久美江と、輪菊農家・染め師の林さとみが講師を務めた。
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講師 タイトル テーブル 予約数 実施数
2⽉28⽇ 19 71
松野由夏  「今⽇の花畑を連れて帰ろう」 A 10:00~ 0 8
（有）鈴茂建築 「かんな屑ボールづくり&かんなリースの販売」 B 10:00~ 2 10
鈴⽊養蜂園 「菜の花はちみつを使ってナッツのはちみつ漬けを作ろう」 C 10:00~ 9 22
中⼭晴奈 「渥美半島マスタード作り」 A 13:00~ 8 20
鈴⽊農園&雅⾵ 「オリジナルドレッシング作り」 B 13:00~ 0 8
SO+BA 「⾵に乗る物語」 C 13:00~ 0 3
3⽉7⽇ 24 89
NPO法⼈クオーレ 「ハーバリウムボールペン作り」 A 10:00~ 0 13
和栗真祐⼦／渡會淳⼦（ReoJibran） 「菜の花で草⽊染め」 B 10:00~ 7 8
柳⽥はるか 「かおりで楽しむブーケ作り」 C 10:00~ 0 7
井上信太 「ふしぎな⿃のブローチと巣箱を作ろう！」＊巣箱作り A 13:00~ 4 18
井上信太 「ふしぎな⿃のブローチと巣箱を作ろう！」＊ブローチ作りほか A 13:00~ - 20
DIEZ café/ farm 「エスプレッソコーヒーの秘密」 B 13:00~ 5 10
ゲッコウフラワーアトリエ 「染め菊＆アレンジメント体験教室」 C 13:00~ 8 13

（３）ワークショップ参加者数
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４．⾼校⽣ショップ

地元の⾼校⽣が渥美半島菜の花まつりに参加。写真の撮影、⾼校で⽣産した産品の販売な
ど、それぞれの⾼校の特⾊を活かした参加プログラムを実施した。

愛知県⽴渥美農業⾼等学校「渥農マーケット」

渥美農業⾼校で栽培した農産物やその加⼯⾷品などの販売を⾏った。扱った商品は完売した。

■実施内容
販売形態：テント下に机を並べて販売
販売品⽬：いちご500円/途中から400円（20パック）

サイネリア700円/途中から500円（24束）
販売時間：3/7（⼟） 10：00〜14：00
参加⽣徒数：４名
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愛知県⽴成章⾼等学校「写真部」
花咲く暮らしラボの公式カメラマン／映像作家である岩波芳輝さんが、成章⾼校写真部の
⾼校⽣向けにワークショッププログラムを考案。技術を駆使して“上⼿”にとるのではなく、
映画のワンカットのように、“伝わる”写真を撮る⽅法を伝授した。

■実施内容
【タイトル】写真で映画のワンカットを作ってみよう

【概要】
上⼿に写真を撮るとはまた違った、「伝わる写真」をみんなで作ってみたいと思っていま
す。菜の花畑を舞台に、みんなで映画のワンカットのような写真を撮ってみませんか？

【所要時間】およそ60分
イントロ 10分
撮影 30分
みんなでワイワイ発表&講評20分



第４部：インバウンド向けモニターツアーの造成
および旅⾏事業者からの意⾒徴収

32
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（１）調査の⽬的
• 昨年度に実施したモニターツアーの成果を踏まえ、花と⾷とアートの魅⼒を訴求する

インバウンド向け体験型ツアーを造成し、その魅⼒度、実現性等について、専⾨事業
者等へのヒアリングを⾏う。

（２）調査⼿法
• 昨年度から継続して実施してきた⽥原市および周辺地域の観光資源、特に花卉園芸の

魅⼒に関するリサーチ結果を踏まえ、⽥原市を主⽬的地とする１泊2⽇、⽥原市および
周辺地域を回遊する２泊３⽇の体験型インバウンドツアーを考案するとともに、考案
したツアーの内容を、インバウンドツアーの造成、遂⾏を⾏なっている旅⾏代理店に
評価いただいた。

• 旅⾏代理店による評価は、アンケートフォームへの記⼊により⾏なった。

＜ツアー企画協⼒・アンケート⼿配＞
●株式会社オーシャンコネクト（https://www.ocean-connect.co.jp/）

＜アンケート回答代理店＞
●SUN PROJECT USA（https://sun-projectusa.com/）
ロサンゼルス - SUN PROJECT USA
元⽶国⽇通旅⾏が独⽴した旅⾏代理店。
主に欧⽶の⽅の⽇本へのインバウンド⼿配を⾏っている。

●三普旅⾏社（https://www.sanpu.tw/）
三普旅遊集團
台湾の旅⾏代理店。台湾の⽅の⽇本へのインバウンドを実施。

１．調査概要
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２．インバウンドツアーの企画内容

①コンセプト
昨年度に実施したモニターツアーの内容を踏襲しつつ、豊橋駅を起点に、専⽤⾞で渥美
半島を周遊する１泊２⽇のプランを考案した。
特に昨年度のモニターからの意⾒を踏まえ、体験型メニューを充実させることとした。

②ツアー概要
菜の花に包まれたアートと花の⼀⼤産地、海と絶景が織りなす
渥美半島・⽥原市の魅⼒を体感。
個⼈では⾏きにくい渥美半島の最先端まで専⽤⾞でご案内するプランです。豊橋駅発着の
ため、東京⽅⾯⇔関⻄⽅⾯へお越しのお客様に対し、1泊2⽇のオプショナルツアーとして
もご案内いただけます。
渥美半島の豊かな⾃然と農業⽂化をテーマに、花・⾷・海を⼀度に楽しめる周遊コースで
す。全国屈指の花の⽣産地として知られる⽥原市では、菜の花畑に設置された野外アート
の鑑賞や⽣産現場の⾒学、フラワーアレンジメント体験などをご案内いたします。花の産
地視察としての価値に加え、観光・⾷・体験のバランスが良い構成となっており、季節性
や地域素材が感じられる商品として幅広いお客様にご提案いただけます。
想定時期：1⽉〜3⽉/想定⼈数：10名〜15名前後

③⾏程表

（１）⽥原市を主⽬的地とする１泊２⽇プラン
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④訪問先
■わしゃがんち⽥原店
https://www.washaganchigroup.com/pages/312422/profil
e
地元農家から届く新鮮な野菜や特産品を取り扱う直売施設
で、⽥原の“⾷の豊かさ”を体感できるスポットです。店内で
は旬の⾷材を使った料理や地元ならではの味を楽しめる⾷事
スペースも併設しており、産地の魅⼒を味わう昼⾷場所とし
ても最適です。買い物と⾷事の両⽅を通じて、⽥原の農業と
⾷⽂化に触れていただけます。

■⽥原城・⽥原市博物館
https://www.taharamuseum.gr.jp/
⽥原藩の歴史を伝える⽥原城跡に建つ博物館で、藩政期を中
⼼とした地域の歴史・⽂化資料を展⽰しています。館内では
城下町の成り⽴ちや武家⽂化、⽥原にゆかりの⼈物に関する
資料などを学ぶことができ、旅程の中で地域理解を深める⽴
ち寄り先として最適です。城跡ならではの静かな佇まいと⾒
学しやすい規模で、観光と学習の両⾯から満⾜度の⾼いスポ
ットです。

■⽥原まつり会館
https://www.dashi-aichi.jp/museums/detail/7/
⽥原市の伝統⾏事「⽥原祭り」の歴史や⽂化を紹介する施設
で、巨⼤な⼭⾞や凧など祭礼に関わる展⽰を通じて地域の祭
⽂化を学ぶことができます。本コースでは館内⾒学に加え
て、実際に凧作り体験を⾏うことで伝統⽂化を“⾒るだけで
なく参加して体感する”内容となっており、旅の思い出づく
りにも最適です。地域⾊が強く、教育・観光双⽅の価値を持
つ充実した⽴ち寄りスポットです。

■伊良湖オーシャンリゾート
https://irago-ocean-resort.com/
太平洋を望む⾼台に建つリゾートホテルで、全客室または共
⽤スペースから海景を楽しめる開放的なロケーションが魅⼒
です。⼤浴場やレストラン、アクティビティ施設など館内設
備も充実しており、渥美半島観光の拠点として快適にお過ご
しいただけます。半島ならではの絶景とリゾート感を味わい
ながら、⼀⽇の疲れをゆっくり癒せる滞在をご提供します。

https://www.washaganchigroup.com/pages/312422/profile
https://www.washaganchigroup.com/pages/312422/profile
https://www.taharamuseum.gr.jp/
https://www.dashi-aichi.jp/museums/detail/7/
https://www.dashi-aichi.jp/museums/detail/7/
https://www.dashi-aichi.jp/museums/detail/7/
https://irago-ocean-resort.com/
https://irago-ocean-resort.com/
https://irago-ocean-resort.com/
https://irago-ocean-resort.com/
https://irago-ocean-resort.com/
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■電照菊ナイトツアー
https://dennsyoukiku.mystrikingly.com/
⽇本夜景遺産にも選ばれた⽥原市の夜景。その正体は、光に
照らされて輝く⽇本⼀の電照菊温室です。
ツアーではまず、ワークスペースでスライドを使いながら⽥
原市の農業や菊の栽培過程を学べます。その後、普段は⼊る
ことのできない菊の栽培温室へ。定植から出荷まで、開花し
た菊の成⻑過程を「花名⼈」の渡会さんが丁寧に解説してく
れます。光に包まれた温室の中で、まるで花の海にいるかの
ような幻想的な体験を、じっくりと楽しむことができます。

■うおすみ
https://www.uosumi.com/
時季の旬⿂うおすみ | 渥美半島・⽥原市・伊良湖
地元で⽔揚げされた新鮮な⿂介を中⼼に、⽥原や三河エリア
の海と農の⾷材を扱う直売型の⾷事施設です。市場の活気と
鮮度を活かした海鮮メニューが揃い、地元ならではの“海の
幸を地元で味わう”⾷体験が楽しめます。本コースでは⼣⾷
をこちらでご⽤意しており、旅の締めくくりとして地域の味
覚を堪能していただけます。

■伊良湖菜の花ガーデン
https://www.taharakankou.gr.jp/nanohana/index.php
伊良湖岬の美しい海を望む絶好のロケーションに広がる「伊
良湖菜の花ガーデン」は、春になると⼀⾯に菜の花が咲き誇
る、訪れる⼈々を魅了する花の名所です。⻩⾊い花畑は写真
映えする景観としても⼈気で、家族連れやカップルにもおす
すめです。また、ガーデンでは菜の花の収穫体験やワークシ
ョップなど、花を楽しむだけでなく、体験型のイベントも充
実しています。季節ごとの花や⾃然の恵みを五感で感じなが
ら、特別な時間を過ごすことができます。四季折々の⾵景と
体験が楽しめる伊良湖菜の花ガーデンで、⾃然の美しさと花
の⾹りに包まれるひとときをお楽しみください。

■あかばねロコステーション
https://tahara-michinoeki.com/akabane
道の駅 あかばねロコステーション【公式サイト】
伊良湖岬近くにある「道の駅あかばねロコステーション」
は、新鮮な野菜や⿂介、地元ならではのお⼟産が揃う観光ス
ポットです。館内のレストランでは旬の⾷材を使ったグルメ
も楽しめます。ドライブの休憩や家族での⽴ち寄りにぴった
りで、太平洋の景⾊も満喫できます。

https://dennsyoukiku.mystrikingly.com/
https://www.uosumi.com/
https://www.taharakankou.gr.jp/nanohana/index.php
https://tahara-michinoeki.com/akabane
https://tahara-michinoeki.com/akabane
https://tahara-michinoeki.com/akabane
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■蔵王⼭展望台
https://aichinow.pref.aichi.jp/spots/detail/970/
蔵王⼭の⼭頂にそびえる「蔵王⼭展望台」では、最上階の展
望フロアから三河湾や太平洋、遠くは南アルプスや富⼠⼭ま
で360度の⼤パノラマとなっており⽥原市の絶景を⼀望でき
ます。
さらに館内では、⽥原市の四季を体感できるモーショングラ
フィックや、エコロジーへの取り組みを学べる展⽰も充実。
散策の合間には、2階の茶屋で軽⾷を楽しむこともできます。

■安⽥農園
https://www.taharakankou.gr.jp/spot/spot.php?spot_id=9
7
⽥原市で⼈気のいちご園で、温室内で旬のいちご狩り体験を
お楽しみいただけます。⾼設栽培のため採りやすく、園内は
清潔で動線もスムーズなため幅広い層に対応可能です。完熟
したいちごをその場で味わえるため、地域の農業と“旬の味
覚”を体験できる⽴ち寄り先として好適です。

https://aichinow.pref.aichi.jp/spots/detail/970/
https://www.taharakankou.gr.jp/spot/spot.php?spot_id=97
https://www.taharakankou.gr.jp/spot/spot.php?spot_id=97
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①コンセプト
⽥原市だけでなく、浜松市、湖⻄市、豊橋市という近隣の⾃治体とも連携し、花の魅⼒

を満喫できる２泊３⽇のルートを検討する。
東京から伊勢へと続く⾏程のなかで、都市から農、花の産地へと景観や地域資源が移り
変わる広域ルートを巡ることで、地域間の回遊性や周遊効果を⾼める構成とする。
菜の花をはじめとした花産地の魅⼒に、⾷や体験、海の景観を組み合わせることで、滞
在時間の延伸や消費創出にもつながる内容を⽬指す。

②テーマ

もうひとつの東海道、海景と花景を楽しむ伊勢参り。
東海道は、江⼾時代に整備された江⼾と京都を結ぶ五街道のひとつです。東海道は、東海
道新幹線にもその名が残るとおり、今なお⽇本を代表する⼤動脈であり続けています。
江⼾時代、この東海道を経由し、江⼾から伊勢神宮を⽬指す「伊勢参り」が庶⺠の旅とし
て⼤流⾏しました。往時の伊勢参りのメインルートは、東海道から三重県四⽇市市にある
⽇永の追分から伊勢街道に分岐するもので、概ね15⽇間程度の旅程でした。
そしてこれまであまり着⽬されていなかったもう⼀つのルートが、現在の愛知県豊橋市か
ら⽥原街道に分岐し、渥美半島の先端である伊良湖岬から海を渡って伊勢神宮に到達する
ルートです。このルートでは、太平洋沿岸の美しい海景が楽しめるほか、2014年に浜名湖
花博を開催し、その跡地を⼤規模な花の公園として整備している浜松市、⽇本を代表する
造園家・中根⾦作によるまちづくりを推進している湖⻄市、エディブルフラワーで⽇本⼀
の⽣産量を誇り、東三河フードバレーなど⾷に関する取り組みも豊富な豊橋市、そして⽇
本⼀の花の⽣産地である⽥原市など、花の魅⼒を楽しめるエリアが多数存在しています。
本企画は、この浜松、湖⻄、豊橋、⽥原、伊勢を結ぶルートを「もうひとつの東海道／海
景と花景の道」として楽しんでいただくものです。
東京、京都、⼤阪などの⼤都市とは異なる「ルーラル」な⽇本の魅⼒を体験できるルート
として、海の⾵に吹かれながら、花の⾵景を楽しむウェルビーイングな癒しの旅として、
特に⼥性を中⼼とする多くの海外観光客に楽しんでいただけます。
想定時期：1⽉〜3⽉/想定⼈数：10名〜15名前後

（２）⽥原市および周辺地域を回遊する２泊３⽇プラン
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③⾏程表
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④訪問先
■はままつフラワーパーク
https://e-flowerpark.com/
はままつフラワーパークは、静岡県浜松市の浜名湖畔に位置
する花と緑のテーマパークです。約30ヘクタールの広⼤な敷
地に、3,000種以上の植物が四季を通じて咲き誇り、春は桜
やチューリップ、夏はアジサイやハス、秋はバラ、冬は梅な
ど⼀年中⾒どころがあります。⼤温室「クリスタルパレス」
や⾳楽に合わせた噴⽔ショー、園内を周遊するフラワートレ
インもあり、家族連れやカップル、観光客に⼈気のスポット
です。

■うなぎの天保
https://www.unagi-tenpo.com/
地元で親しまれる⽼舗うなぎ店。炭⽕でじっくりと焼き上げ
た蒲焼は、⽪⽬は⾹ばしく、⾝はふっくらとほどよい弾⼒が
あり、タレとの相性も抜群です。浜松エリアならではの焼き
の技が光り、地元客はもちろん観光客からの評価も⾼い⼀
軒。落ち着いた店内で、うなぎ本来の旨みを堪能できます。

■浜松ガーデンパーク
https://www.hamanako-gardenpark.jp/
浜名湖の湖畔に広がる、美しい⾃然と開放感あふれる景観が
魅⼒の「浜名湖ガーデンパーク」。
〈⻄側エリア〉〈街のエリア〉〈⾥のエリア〉の3つのゾー
ンで構成され、四季折々の花や緑を楽しみながら、のんびり
と散策を楽しめる都市公園です。⼩さなお⼦さんからご年配
の⽅まで、世代を問わず気軽に訪れることができ、浜名湖の
⾵を感じながら⼼安らぐひとときを過ごせます。地域の⼈々
の⼿で育てられている温かみのある公園として、観光でも⼈
気のスポットです。

■世界的造園家「中根⾦作」の⾜跡を辿る湖⻄市街歩き
https://hamanako-kosai.jp/location/5728/
世界的造園家・故中根⾦作⽒が⼿掛けた庭園や緑地が、新居
町には今も数多く残っています。
特に新居町⽂化公園の池泉庭園は、茶室からの眺めを考えた
⽯組みや樹⽊が⾒どころ。春は桜、秋は紅葉が美しく、四季
折々の⾵景が楽しめます。駅前広場や旧宿場のポケットパー
クなど、まち全体に広がる中根⽒のデザインを巡りながら、
歴史と⾃然が調和する街歩きをお楽しみください。

https://e-flowerpark.com/
https://e-flowerpark.com/
https://e-flowerpark.com/
https://www.unagi-tenpo.com/
https://www.unagi-tenpo.com/
https://www.unagi-tenpo.com/
https://www.hamanako-gardenpark.jp/
https://www.hamanako-gardenpark.jp/
https://www.hamanako-gardenpark.jp/
https://hamanako-kosai.jp/location/5728/
https://hamanako-kosai.jp/location/5728/
https://hamanako-kosai.jp/location/5728/
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■emCAMPUS
カテゴリーから探す｜テナント紹介｜emCAMPUS
emCAMPUSは、⾷を中⼼とした都市型複合拠点で、地元の
農産物や⾷⽂化を“知る・味わう・購⼊する・学ぶ”まで⼀体
で提供する施設です。マルシェ、レストラン、ラボ、カフェ、
屋上テラスなどを備え、観光客にとっては地域の⾷や⽣産背
景に触れられる場として機能します。浜松駅徒歩圏に位置し、
旅程中の滞在や時間調整にも適しているほか、広域観光の⼊
⼝として周遊への誘導効果も期待できます。観光と地域資源
を結びつける都市型拠点として、近年注⽬されている施設で
す。

■蔵王⼭展望台
https://em-campus.jp/service/?cate=shop
蔵王⼭の⼭頂にそびえる「蔵王⼭展望台」では、最上階の展
望フロアから三河湾や太平洋、遠くは南アルプスや富⼠⼭ま
で360度の⼤パノラマとなっており⽥原市の絶景を⼀望でき
ます。さらに館内では、⽥原市の四季を体感できるモーショ
ングラフィックや、エコロジーへの取り組みを学べる展⽰も
充実。散策の合間には、2階の茶屋で軽⾷を楽しむこともで
きます。

■お陽様農園
https://sunny-garden-company.jp/
お陽様農園は、渥美半島の温暖な気候と⽇照条件を⽣かし、
いちごやメロンなど多品⽬の栽培を⾏う観光農園です。収穫
体験や⾷べ⽐べ、農園カフェでの果実メニューなど、“農と
⾷”をつなぐ体験を提供しており、観光客にとって地域の農
産物を味わいながら学べる場となっています。

■電照菊ナイトツアー
https://dennsyoukiku.mystrikingly.com/
⽇本夜景遺産にも選ばれた⽥原市の夜景。その正体は、光に
照らされて輝く⽇本⼀の電照菊温室です。
ツアーではまず、ワークスペースでスライドを使いながら⽥
原市の農業や菊の栽培過程を学べます。
その後、普段は⼊ることのできない菊の栽培温室へ。定植か
ら出荷まで、開花した菊の成⻑過程を「花名⼈」の渡会さん
が丁寧に解説してくれます。
光に包まれた温室の中で、まるで花の海にいるかのような幻
想的な体験を、じっくりと楽しむことができます。

https://em-campus.jp/service/?cate=shop
https://em-campus.jp/service/?cate=shop
https://em-campus.jp/service/?cate=shop
https://sunny-garden-company.jp/
https://sunny-garden-company.jp/
https://sunny-garden-company.jp/
https://sunny-garden-company.jp/
https://sunny-garden-company.jp/
https://dennsyoukiku.mystrikingly.com/
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■うおすみ
https://www.uosumi.com/
地元で⽔揚げされた新鮮な⿂介を中⼼に、⽥原や三河エリア
の海と農の⾷材を扱う直売型の⾷事施設です。市場の活気と
鮮度を活かした海鮮メニューが揃い、地元ならではの“海の
幸を地元で味わう”⾷体験が楽しめます。本コースでは⼣⾷
をこちらでご⽤意しており、旅の締めくくりとして地域の味
覚を堪能していただけます。

■伊良湖菜の花ガーデン
https://www.taharakankou.gr.jp/nanohana/index.php
伊良湖岬の美しい海を望む絶好のロケーションに広がる「伊
良湖菜の花ガーデン」は、春になると⼀⾯に菜の花が咲き誇
る、訪れる⼈々を魅了する花の名所です。⻩⾊い花畑は写真
映えする景観としても⼈気で、家族連れやカップルにもおす
すめです。
また、ガーデンでは菜の花の収穫体験やワークショップなど、
花を楽しむだけでなく、体験型のイベントも充実しています。
季節ごとの花や⾃然の恵みを五感で感じながら、特別な時間
を過ごすことができます。
四季折々の⾵景と体験が楽しめる伊良湖菜の花ガーデンで、
⾃然の美しさと花の⾹りに包まれるひとときをお楽しみくだ
さい。

■あかばねロコステーション
https://tahara-michinoeki.com/akabane
伊良湖岬近くにある「道の駅あかばねロコステーション」
は、新鮮な野菜や⿂介、地元ならではのお⼟産が揃う観光ス
ポットです。館内のレストランでは旬の⾷材を使ったグルメ
も楽しめます。ドライブの休憩や家族での⽴ち寄りにぴった
りで、太平洋の景⾊も満喫できます。

https://www.uosumi.com/
https://www.taharakankou.gr.jp/nanohana/index.php
https://tahara-michinoeki.com/akabane
https://tahara-michinoeki.com/akabane
https://tahara-michinoeki.com/akabane


43

（1）SUN PROJECT USA
質問項⽬ １泊２⽇プラン ２泊３⽇プラン

どの国（⽅⾯）に販売できそうか アジア アジア

どの年齢層に販売できそうか 50代〜60代, 70代以上 50代〜60代, 70代以上

どのような構成のグループに販売でき
そうか

シニア シニア

どの性別に販売できそうか 男性, ⼥性 男性, ⼥性

初訪⽇向け、リピーター向けどちらを
ターゲットにすべきか

リピーター リピーター

移動時間や体験時間等は訪⽇客にとっ
て適切か

適切 適切

上記、「適切でない」と思われた理由
をご記⼊ください。

ー ー

訪⽇客にとって理解しにくい、退屈し
そうな部分があればご記⼊ください。

参加者にもよるが素晴らしいホ
テルとうたっているのに外のレ
ストランで⾷事をするのはどう
かと思う。

１泊２⽇プランと同じ。

どの部分に魅⼒を感じられると思いま
すか。また、どの部分に魅⼒を感じら
れない（興味がない）と思いますか。

花をテーマにするのは素晴らし
いと思う。ただ⾬が降ったらど
うなるのかを考えると。。。

花ばかりだと飽きるかもしれな
いがあえてそれを売りにするな
らOK.

販売価格はいくら程度が妥当か 伊良湖オーシャンリゾートの値
段がわからないので回答を控え
る。

旅館、ホテルの値段がわからな
いので回答できず

本プランを商品化する場合、売り先は
どちらが適切か

OTA, B to B OTA, B to B

訪⽇旅⾏の企画時に、市区町村（⾏
政）に協⼒してほしいことをご記⼊く
ださい。

⽥原市がそうだとは⾔わないが誘致するときばかり良いことを⾔い、
実際にお客様をお連れしようとすると逃げ腰になる都市が多い。
（ほとんどそうである）

⽥原市以外の市区町村で訪⽇旅⾏を企
画する際に、 旅⾏代理店として⾏政に
対して感じている課題（または課題と
思われること）をご記⼊ください。

⾏政がからむと回答が遅い。本当に誘致する気があるのかと思う。

⽥原市以外の市区町村で訪⽇旅⾏を企
画する際に、市区町村で実施している
良かった取り組み、制度などがあれば、
具体例も含めてご記⼊ください。

静岡県は県⾃体が積極的で学⽣ツアーなどは学校訪問など担当者が
探してくれる。

訪⽇旅⾏を企画する際に、旅⾏代理店
としての悩みや課題をご記⼊ください。

東京、⼤阪など⼤都市への移動は楽だが地⽅（失礼）には⾏くだけ
で⾦も時間もかかる

本ツアー（1泊2⽇、2泊3⽇）と類似し
たツアーが市場にあるかご存知でした
ら、URL等詳細をご記⼊ください。

存じ上げません。

３．専⾨事業者による評価
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（２）三普旅⾏社
質問項⽬ １泊２⽇プラン ２泊３⽇プラン

どの国（⽅⾯）に販売できそうか アジア アジア

どの年齢層に販売できそうか 30代〜40代 50代〜60代

どのような構成のグループに販売でき
そうか

家族, 友⼈, 夫婦またはカップル 家族, 夫婦またはカップル, シニ
ア

どの性別に販売できそうか 男性, ⼥性 ⼥性

初訪⽇向け、リピーター向けどちらを
ターゲットにすべきか

リピーター リピーター

移動時間や体験時間等は訪⽇客にとっ
て適切か

適切 適切

上記、「適切でない」と思われた理由
をご記⼊ください。

ー ー

訪⽇客にとって理解しにくい、退屈し
そうな部分があればご記⼊ください。

理解しにくい所もなく、体験や
⾒学など⾊々あり、全部楽しそ
うで退屈はしないと思われます

理解しにくいとこはないのです
が、1⽇⽬のはままつフラワー
パークと浜松ガーデンパークの
内容が少し似ているので少し退
屈になるかと思われます。

どの部分に魅⼒を感じられると思いま
すか。また、どの部分に魅⼒を感じら
れない（興味がない）と思いますか。

⽥原まつり会館の凧つくり体験
と安⽥農園のいちご狩り体験に
魅⼒を感じられます。
改善すべき点はないかと思われ
ます。

お陽様農園がみりょくてきです。
強いて改善点を上げるのであれ
ば、同⽇に似たようなスポット
を置くことを避けたほうがいい
とおもいます。

販売価格はいくら程度が妥当か 15000円 25000円

本プランを商品化する場合、売り先は
どちらが適切か

OTA, B to B OTA, B to B

訪⽇旅⾏の企画時に、市区町村（⾏
政）に協⼒してほしいことをご記⼊く
ださい。

団体旅⾏に対応可能な施設（受⼊⼈数・対応⾔語・⾷事条件等）の
リスト化・可視化、宿泊の補助⾦⼿当て

⽥原市以外の市区町村で訪⽇旅⾏を企
画する際に、 旅⾏代理店として⾏政に
対して感じている課題（または課題と
思われること）をご記⼊ください。

団体旅⾏やインバウンド対応に関する受⼊条件（⼈数・⾔語・⾷事
等）の情報が不⾜している。

⽥原市以外の市区町村で訪⽇旅⾏を企
画する際に、市区町村で実施している
良かった取り組み、制度などがあれば、
具体例も含めてご記⼊ください。

ない

訪⽇旅⾏を企画する際に、旅⾏代理店
としての悩みや課題をご記⼊ください。

繁忙期（桜・紅葉・⼤型連休）の宿泊施設・交通機関の確保が⾮常
に難しい。
地⽅エリアにおける多⾔語対応（中国語・英語）の施設やスタッフ
が不⾜している。

本ツアー（1泊2⽇、2泊3⽇）と類似し
たツアーが市場にあるかご存知でした
ら、URL等詳細をご記⼊ください。

ご存じない
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４．考察（今後の課題）

• ⽥原市を主⽬的地とした１泊２⽇プラン、⽥原市および周辺地域を回遊する２泊３⽇
プランともに、花の魅⼒を中⼼に構成する旅程⾃体には⼤きな疑問点、不満はなく、
インバンドツアーとして成⽴しうることがわかった。

• 特に、収穫体験、凧づくり体験など、体験型のメニューには「楽しそう」とする意⾒
があり、インバウンドツアーにおいても、体験型のコンテンツに対する期待が⾼いこ
とが伺われた。

• ２泊３⽇プランで検討した広域連携についても、類似する商品は思い当たらないと指
摘されているとおり、他の地域にないユニークな取り組みとして、競争優位性を持ち
うるものと感じられた。

• 販売先としては、両社ともにアジア、リピーター層をあげており、訪⽇経験が豊富な
海外旅⾏客のほうが参加可能性が⾼いものと想定される。

• 年代としては、１泊２⽇プランで三普旅⾏社から30〜40代が上げられているものの、
２泊３⽇プランについては両社ともに「シニア」層を想定しており、花の魅⼒に反応
する層としてシニア層の⽅が想定しやすいものと推定される。

• ⽥原市におけるインバウンドツアー誘致については、企画当初より、想定ターゲット
としてアジア圏、リピーター層、シニア層をあげており、専⾨事業者の⾒解としても
⼤きな差異は⾒られないことがわかった。

• ⼀⽅で⾏政、地元によるサポートに関連する質問項⽬では、両社から、情報の不⾜、
対応の遅さ、⾔語対応の不備などを指摘する意⾒が⾒られた。⽥原市においてインバ
ウンドツアー誘致に本格的に取り組む上では、こうした課題を踏まえた施策および推
進体制を検討していく必要がある。

• また、体験型のコンテンツに対する期待が⾼いことからも、「世界に誇れる花のまち
事業（花咲く暮らしラボ）」で推進しているアーティストと地元事業者、市⺠のコラ
ボレーションによるワークショップ等の開発は、インバウンド向けの観光コンテンツ
開発プログラムとしても⼤きな可能性を有しているものと考えられる。

• ラボの活動を継続発展させ、常時提供できる体験型コンテンツを開発すること、活動
記録などをSNS上などで発信することでインバウンドが参照できる情報を増やしてい
くこと、想定されるターゲット（アジア、リピーター、シニア）を意識しつつ、旅⾏
事業者等への企画提案、情報発信を継続していくことが望まれる。
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１．制作物

①ポスター（A1／4c／データ納品）

②ハンドアウト（A2／4c4c ／データ納品） ※表⾯はポスター共通



48

③ワークショップ募集チラシ（A4／4c4c／データ納品）



49

④エントランス⽤ポスター（A2変形／4c／データ納品）
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２．WEBサイト

昨年度ページを「アーカイブ」として公開するとともに、今年度イベント内容等にあわせ、
公式ホームページの更新を⾏なった。ラボメンバーを追加、昔の⽥原の物語にてテキスト掲
載ページを作成したほか、ワークショップについては、事前予約に使⽤できるページを
PEATIX上に作成した。

公式HP（トップ画像）

公式HP（ラボメンバー）
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公式HP（ワークショップ紹介）

PEATIXページ
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３．プレスリリース

⽥原市記者発表資料の作成に協⼒したほか、独⾃のリリースを作成し、アート関連メディア
等に配布した。

プレスリリース（2026年１⽉13⽇配信）
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プレスリリース配信先
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４．SNS

・活動期間： 2026年1⽉17⽇〜3⽉17⽇＊集計⽇
・投稿数： リール動画21回/ストーリーズ31回＝52回

+スパイラルの共同投稿1回
・獲得フォロワー数：47⼈→34⼈
・総フォロワー数：321⼈
・総閲覧数： 43,082回
 -オーガニック：76.4％・広告効果：23.6％

-フォロワー：11％/フォロワー以外89％
・総閲覧者数：18,156⼈
・プロフィールのアクティビティ：560（前⽉から544％増）
・インタラクション：731

-オーガニック：92.3%・広告効果7.7%
-フォロワー：28.2％/フォロワー以外：71.8%
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実施振り返り：
・ 昨今のInstagramの媒体特質（ハッシュタグなしで検索可能に、⽂脈SEO(※)の主流化、
投稿頻度の重要性⼤、動画を重んじる傾向、品質重視、コスパ・タイパ（時間対効果）
に続きメンパ（※）という考え⽅が浮上、DMシェアの重要性など）を踏まえ、投稿全て
をリール動画で作成、短時間のポストを数多く投稿する⽅針で実施した。

・ リール動画を駆使したことより、フォロワー以外のリーチが伸びた。
・ 広告概要ポストと同じほど反響があった「昔の⽥原の物語」の紹介は、so+baを紹介する
コンテンツだが、縦書きのテロップで「次の世代に残せることはなんだろう」のキャッ
チコピーが、好要因の理由なのではと考えられる。オーガニックの投稿で5,095の閲覧、
いいね133を得られた。

・ 全尺36秒のところ、平均再⽣時間は8秒だった。
・ 制作で⼯夫した点：テンポよく短いイメージを繋ぎ合わせたこと、ヒットチューンを使
⽤したこと、全体のクリエイティブでわかりやすさを意識したこと。

・ 今後のヒント：名古屋からのサイトがあったので、名古屋からの誘客をもっと強化して
ターゲティングするのも良いかも。あえて強化する投稿(名古屋からのアクセスを紹介す
るなど)を検討するなど考えられる。

・ Instagram⾃体からのアドバイスもあり、投稿頻度をさらにあげ、週４回で⾏っていくと
さらにリーチが伸びフォロワー増につながるとのこと。制作に時間がかかるので取り組
みについては検討したい。
※ ⽂脈SEO：従来の「特定のキーワードをページ内に詰め込む」⼿法から脱却し、検索ユーザーの「検索
意図（インテント）」や「置かれている状況・背景（コンテキスト）」を深く理解し、その⽂脈に最適
化されたコンテンツを提供するSEOアプローチ

※ メンパ（メンタルパフォーマンス）：コスパ・タイパに続く第３の消費トレンドで、選択や判断に伴う
⼼理的ストレス（精神的疲労）を最⼩限に抑え、⼼の安定や納得感を優先する消費⾏動
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②投稿⽇︓3/5
広告展開⽇︓3/5-6
総閲覧数︓10149
内、広告効果による閲覧数︓
5,327(オーガニック4822)
いいね︓143

①投稿⽇︓2/5
広告展開⽇︓3/4-5
総閲覧数︓5779
内、広告効果による閲覧数︓
4,764(オーガニック1015)
いいね︓50

【広告実施報告】
・ 実施期間：3/4-6（3⽇間）
・ ２種類の投稿を⽤い、ワークショップ誘致を⽬的としたコンビネーション広告を展開。
・ 広告審査に時間を要するため、3/3早朝に投稿済みの2/5ポストを⽤い実施、18時ごろ審査が
通り広告が実⾏された。

・ 広告費：⽬標7,110円のところ、実施結果は合計5,991円分
-内訳：①3,001円（3,010円⽬標）、②2,990円（4,100円⽬標）

・ 広告効果によるデータ：
   -閲覧数10091、リーチ8838、エンゲージメント2517、リンククリック106、フォロワー増5

【広告実施条件】
オーディエンス（推定96.4千
〜113.5千）
・静岡県、⼤阪府、愛知県の
20歳以上
・最低年齢＝25歳
・興味関⼼：祭り・フェステ
ィバル(イベント)、エンターテ
イメント、レジャー(ソーシャ
ルコンセプト)、観光、花、旅
⾏、美術、絵画(ビジュアルア
ート)、庭(ホーム・ガーデン)






